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絵カー ドと身体的ガイダン ス に よ っ て 性器 い じりの場所を限定する指導
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　　　　　　　問　題 　と　目　的

　性器い じりは子 どもの 発達過程で はよく観察され る

健常な行動で ある が、知的障害や発達障害を持 っ た子

どもの 中に は 、 人目につ くところで もパ ン ツ を脱 い で

しまっ た り、自己朿11t21tに執着して 他 の活動に支障がで

たり、外出時に制止が難 しくなっ て 、保護者か ら指導
に 対する強い 要望がある こ ともある。しか し、性的な
行動特性の ためか、こ れ まで 性器 い じりを標的行動 と

し、そ の 指導に取 り組んだ研究はほ とんどみあた らな

い
。 そ こ で本実践研究にお い て は、知的障害と自閉症

を併発した男児を対象に 、性器い じりをする個室 を用
意して 限定し、前兆行動を手 が か りに児童を誘導する

こ とで、人 目に つ くとこ ろ で の性器い じ りを減らすこ

とが で きるか どうか、そ して 本人が 自発的に個室に 行

けるよ うになるか どうかを検討 した。
　　　　　　　　　　方　法

対象児

　A 特別支援学校小学部 に在籍す る 児童 （男子 、実験

開始時7歳5ヶ 月 、 太 田の Stage； 1−3、新版5M 社会生活

能力検査： 社会生活年齢 1歳10ヶ 月 ）が参加 した。 学校

で は周 りに人がい て もパ ン ツ の 中に手を入れ て触 っ た

りして い た 。 家庭で も同様 で、保護者から性器 い じり

を減らす指導が要望 され て い た 。 研究開始前に副担任
か ら保護者に研究の 目的や方法、結果の 公表などにつ

い て説明 し、書面で合意を得た，
場　所
　指導は学校 で 行 っ た。教室は仕切版により、集団指

導の ための 空間、個別学習の 空間などにすでに分割さ
れ て い た。 構造化の 手法を用 い

、個別 の 活動 ス ケ ジ ュ
ー

ル を提示 して い た 。 対象児 は 担任か らの 時 々 の プ ロ ン

プ トがあれば こ の 活動 ス ケジ ュ
ー

ル に 従 っ て ほぼ自発

的 に行動で き る ように な っ て い た 。 性器い じりをす る

場所を限定す るた め に、教室内 に仕切版を用 い て 、1
mxO7m の 個室 を設 定した 。 家庭で は押入に限定 し、
保護者に も記録 を依頼 した。

標的行動と従属変数
　副担任お よび 母親が学校 と家庭で対象児の 性器い じ

りを事象記録法によっ て記録 した。個室に自分か ら行

けたか どうか も記録し た。
一

日あた りの 性器 い じ りの

回数および対象児 が 自分 で個室に行 っ た 回数を従属変
数 とした。
指導手続きと独立変数
　 ベ ー

ス ライ ン で は記録をつ けるだけの 計画だ っ たが、
家庭 で は保護 者の 判断 に よ り、居間で 陛器い じりが生
起 した ら押 し入れに誘導するように指導が開始 された。
学校で は、ベ ー

ス ライ ン の 記録から、性器 い じりをす

る直前に は100％の 高頻度で ズ ボ ン の 腰部分に 手をか

けて い る こ とがわか っ たの で 、これ を前兆行動 と同定

した。
　指導には、個室に対応した絵カー

ドと身体的ガイ ダ

ン ス および フ ェ イ ドア ウ トを用い た。副担任や担任教

員は 、 対象児がズ ボ ン に手をかけた こ とに気 づ い た時

点で 、絵カ
ー

ドを渡 し、腕 を支えて 立たせた り、個室

まで背中を軽く押 して歩かせた りするなどの 身体的ガ

イダン ス を用 い て 誘導 した。身体的ガイダン ス は徐 々

に フ ェ イ ドア ウトした。同じ絵カードは個室 の 入 口 に

も提示 し、入室前に は その 下の箱に渡された絵カ
ー

ド

を入れてか ら入るよ うに促 した。
　　　　　　　　　結果 と考察

　下 の 図に学校 と家庭における性器 い じ りの 頻度を 日

毎に示 した。家庭で は測定開始後に性器い じりの 頻度

が減少 し、保護者か らは指導の 結果に対して肯定的な
評価をい ただい払 居間で テ レ ビ を観て い る ときに保
護者に よ っ て押入れ に誘導される こ とが タイ ム ア ウ ト

と して機能した可能｝生がある。ただし、家庭にお い て

は対象児が 自発的 に押入れ に 行 く行動 は ほ とん ど 自発

されなか っ た。
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　学校で は絵カ
ー

ドと身体的ガイダ ン ス を用 い た指導

によっ て 、対象児が 自発的に個室に行 く行動が増加 し、
個室以外 で の 性器い じりは見られなくなっ た。 性器い

じりの 頻度もべ 一
ス ライ ン 期に比 べ ると減少 し島 こ

れまで は 触 りた い ときに その 場 で触 っ て 自己 刺激 に よ

り強化され て い た行動が、個室まで 歩 い て行 くとい う

行動 コ ス トあ る い は そ の 場 の 他 の 好子を失 うとい うタ

イ ム ア ウ トに よ っ て弱化された の か も しれない
。

　本事例 で は 構造化 の ア イ デ ィ ア を用 い た指導がす で

に行われ て い る児童が対象だ っ たた め、カ
ー

ドを使 っ

た移動や個室で の 活動、活動終了後に 元 の 活動に 戻る

行動な どがすでに獲得済みであ り、こ の ために指導が

比較的円滑 に進ん だ可能性もある。子 どもの 将来の Q
OL 向上を見据えるな らば、性器 い じ りよりも強力な好

子 となる活動 （遊びなど）や刺激 （絵本など）を拡張

す るこ とで 、性器 い じ りの 総頻度を減 らす こ とが 重要

で ある。 今後はそ の ような新しい 余暇活動の 指導の 効

果の 検証も必要で ある 。
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